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　１月13日新春、平成25年成人式に新成人47

人が参加し、大人の仲間入りを果たしました。

この若者達が新たな風を巻き起こし、これから

の私達の社会を支えてくれるものと思います。

　この日の皆さんの晴れ晴れとした姿は、とて

も凛々しく美しく輝いておりました。

笑顔あふれる新成人たち



議会だより　２

定　　例　　会
平成24年　第４回

《会期12月11日〜14日・実質審議２日間》

行  

政  

報  

告

小
竹
國
昭

町
　
　
長

◆
１１
月
２７
日
に
発
生
し
た
暴
風
被
害

◆
平
成
２４
年
度
一
次
産
業
の
概
況

◆
内
科
医
師
の
採
用

◇
学
校
教
育
の
推
進

・
確
か
な
学
力
の
育
成
ほ
か

◇
新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
教

育
・
保
育

・
開
か
れ
た
園
の
活
動

・
幼
・
小
・
中
の
連
携

◇
社
会
教
育
の
推
進

・
レ
・
コ
ー
ド
館
事
業
に
関
わ
る
取
り
組
み

・
文
化
活
動
の
活
動

・
社
会
体
育
の
取
り
組
み
ほ
か

※
詳
し
く
は
町
広
報
１２
・
１
月
合
併
号
を
ご
覧

下
さ
い
。

教
育
行
政
報
告

杉
本
　
貢

教
　

育
　

長

区　分
24年11月末 前  年  同  期

数量 (kg） 金額 (千円） kg当単価 数量 (kg） 金額 (千円） kg当単価

さけ･ます 270,140 137,370 509円 452,238 245,884 544円

た　　こ 269,029 159,068 591円 137,532 71,587 521円

か　れ　い 44,416 12,209 275円 51,317 18,780 366円

こ　ん　ぶ 9,209 13,572 1,474円 3,669 5,580 1,521円

区　分
24年11月末 前  年  同  期

収量 (kg） 金額 (千円） kg当単価 収量 (kg） 金額 (千円） kg当単価

水　　稲 697,800 155,611 223円 714,660 141,803 198円

ピーマン 1,386,472 361,469 261円 1,162,161 367,426 316円

アスパラ 32,687 37,313 1,142円 33,181 39,118 1,179円

メ　ロ　ン 20,928 9,407 449円 21,036 10,374 493円

区　分
24年２月〜10月末 前  年  同  期

乳量 (t） 金額 (千円） kg当単価 乳量 (t） 金額 (千円） kg当単価

生産乳量 8,764 685,614 78円 8,679 655,655 75円

区　　　分
24年２月〜11月末 前　年　同　期

販売数 金額 (千円） 1頭当単価 販売数 金額 (千円） 1頭当単価

黒毛和牛（素牛） 1,036頭 442,558 427千円 1,041頭 413,577 397千円

　〃   （肥育牛） 143頭 116,215 813千円 102頭 82,959 813千円

交雑種（F1素牛） 841頭 162,977 194千円 639頭 142,960 224千円

　〃  （F1肥育） 58頭 22,940 395千円 38頭 19,182 505千円

区
分

24年11月末 前　年　同　期

出場数 販売数 金額(千円） 1頭当単価 出場数 販売数 金額(千円） 1頭当単価

サラ 392頭 182頭 791,295 4,348千円 429頭 192頭 781,365 4,070千円

農水産物等の販売実績（本会議資料から抜粋）
☆水産関係

☆農業関係

☆酪農関係

☆肉用牛関係

☆軽種馬市場売却成績

　　　　　　　　　　　　 ・開会10:00
　　　　　　　　　　　　 ・閉議15:01
１	会議録署名議員の指名
２	会期の決定
３	諸般の報告
� （閉会中の諸行事出席状況報告等）
４	行政報告（町長・教育長）
５	選任１件（固定資産評価審査委員）同意
６	報告１件（例月出納検査等の結果報告）
� ・・・受理
７	承認２件（専決処分・補正予算）�・承認
８	認定７件（平成２３年度各会計決算）
� ・・・認定
９	議案１件（介護サービス事業条例等の
� 一部改正）・・可決
10	議案５件（町営住宅管理条例等の
� 一部改正ほか４件）
11	議案４件（一般会計補正予算ほか３件）
＊行政報告に係る一般質問通告日

　　　　　　　　　　　　 ・開議10:00
　　　　　　　　　　　　 ・閉会13:59
１	会議録署名議員の指名
２	一般質問（２議員４項目）
３	特別委員会の設置� ・・・・可決
４	諸般の報告
� （特別委員会の正副委員長の報告）
５	議案５件（町営住宅管理条例等の一部
� 改正ほか４件）・・可決
６	議案４件（一般会計補正予算ほか３件）
� ・・可決
７	発委２件（条例・規則改正）� ・・可決
８	会議案３件（閉会中の継続調査）� 可決
９	追加議案２件（一般会計補正予算
� ほか１件）・・可決
10	追加会議案１件（閉会中の継続調査）
� ・・可決

１日目（12月11日） 

２日目（12月14日）	

●12月定例会の全日程

休会（12月12〜13日）
　議案調査日
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ハ
ウ
ス
団
地
計
画
に
町
が
関
わ
る
範
疇
と

責
任
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な
の
か
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
団
地
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら

生
産
規
模
縮
小
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
町
は

ピ
ー
マ
ン
の
作
付
維
持
・
拡
大
と
、
農
業
経

営
か
ら
離
れ
る
生
産
者
の
就
労
先
・
後
継
者

育
成
・
新
規
就
農
者
に
よ
る
研
修
セ
ン
タ
ー

的
な
役
割
に
し
た
い
意
向
だ
が
、
具
体
化
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

小
竹
町
長　

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

施
設
野
菜
の
生
産
量
も
今
後
減
少
す
る
と
考

え
る
。
人
材
と
施
設
等
を
共
有
化
し
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
第
５
次
新
冠
町
農
業

振
興
計
画
や
農
協
の
通
常
総
会
で
取
り
組
み

を
表
明
し
て
い
る
。
施
設
野
菜
栽
培
は
、
市

場
調
査
と
生
産
物
の
販
路
確
保
、
施
設
運
営

に
あ
た
る
人
材
の
確
保
、
労
務
管
理
体
制
の

構
築
、
作
業
工
程
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど

を
行
い
、
必
要
な
施
設
の
整
備
を
し
な
け
れ

ば
、
生
産
性
が
上
が
ら
ず
失
敗
す
る
ケ
ー
ス

も
多
々
あ
る
。
ま
た
、
運
営
主
体
と
町
の
関

わ
り
は
農
協
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と

１
ハ
ウ
ス
団
地
計
画
の
町
の
関
わ
り
は

秋山三津男議員

一
体
と
な
り
、
生
産
や
販
売
・
運
営
体
制
な

ど
の
先
進
地
を
視
察
す
る
と
と
も
に
運
営
や

収
支
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
よ

り
具
体
的
に
幅
広
い
分
野
で
検
討
を
重
ね
て

い
る
。
さ
ら
に
、
農
協
で
も
運
営
の
母
体
づ

く
り
に
向
け
た
意
向
調
査
や
話
し
合
い
な
ど

を
行
い
、
早
い
時
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
町
も
実
現
に
向
け
て
可

能
な
支
援
を
行
い
た
い
。

秋
山
議
員　

６
次
化
は
、
町
長
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
行
政
主
導
型
で
始
ま
っ
た
と
理
解
し

て
い
る
。
今
後
は
、
農
協
と
農
業
者
に
よ
る

推
進
に
方
向
性
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
来
は
、
こ
の
両
者
の
連
携
に
よ
る
商
品
開

発
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。
危
機
意
識
を
持
ち
、

さ
ら
な
る
境
地
を
開
拓
し
た
い
農
家
が
主
体

と
な
り
、「
農
業
を
守
り
・
育
て
る
」
使
命

を
共
有
す
る
農
協
が
一
緒
に
進
め
る
。
そ
う

い
っ
た
方
向
へ
行
政
が
支
援
や
助
言
を
す
る

の
が
、
よ
い
と
考
え
る
が
。

小
竹
町
長　

昨
年
度
よ
り
、
産
業
課
に
配
置

し
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
若
手
職
員

が
中
心
と
な
り
、
地
域
産
業
６
次
化
戦
略
行

動
計
画
を
つ
く
り
、
酪
農
学
園
大
学
や
北
海

道
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
等
と
町
内
の
生

産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
研
究
を
重

ね
、
粉
末
化
や
特
殊
な
酵
素
に
よ
り
、
ピ
ー

マ
ン
を
丸
ご
と
ペ
ー
ス
ト
化
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
の
原
料
を
使
用
し
、
う
ど

ん
・
せ
ん
べ
い
・
羊
羹
・
餃
子
の
皮
・
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
・
か
り
ん
糖
な
ど
の
試
作
品
を
職

員
や
ご
当
地
グ
ル
メ
研
究
会
な
ど
で
試
食
し
、

製
品
化
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
う
ど
ん
・
ピ
ザ
・
パ
ス
タ
・
餃
子

の
皮
な
ど
は
商
工
会
を
通
じ
町
内
の
飲
食
店

で
メ
ニ
ュ
ー
化
を
検
討
し
、
特
徴
を
持
た
せ

て
お
客
に
提
供
い
た
だ
き
、
一
部
は
本
町
の

新
た
な
土
産
物
と
し
て
、
町
内
の
事
業
者
に

販
売
の
検
討
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
商
品
化
が
即
、
収
益
と
な
る
に

は
市
場
調
査
・
宣
伝
・
営
業
を
行
い
、
課
題

を
解
決
し
た
戦
略
的
な
販
売
計
画
に
基
づ
い

て
進
め
な
け
れ
ば
、
在
庫
の
山
と
化
す
の
で
、

事
業
者
と
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

◎
『
第
５
次
農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
』

２
農
協
と
農
家
の
連
携
に
よ
る

　
　

 

商
品
開
発
が
ベ
ス
ト
で
は

◎
『
農
業
６
次
化
の
推
進
状
況
は
如
何
に
』　

昨年11月、宮城県山元町のふれあい産業祭りに出店の模様
～商品化に好感触をつかむ

一 般 質 問

第４回定例会での一般質問は、質問と答弁内容を要約して登壇順にお知らせしています。
詳しく知りたい方は、議会事務局及びレ･コード館図書プラザで閲覧することができます。

町政のここが聞きたい

定 例 会
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①
滋
賀
県
大
津
市
の
中
学
校
と
教
育
委
員
会

が
警
察
の
強
制
捜
査
を
受
け
、
い
じ
め
の
問

題
は
再
び
全
国
的
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
法
務
省
が
２４
年
に
発
表
し
た
調
査
で

５
い
つ
、
ど
こ
に
で
も

　
　

起
こ
り
う
る
認
識
の
下
に

伹野裕之議員

◎
『
小
中
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の

　
　
　
　
　
実
態
把
握
と
対
応
に
つ
い
て
』

は
、
学
校
で
の
い
じ
め
が
３
，
３
０
６
件
で
、

３
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
教
委
は
町
内
小
中
学
校
で
の

い
じ
め
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
把

握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
。
ま
た
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

②
い
じ
め
は
、
ど
こ
の
学
校
・
学
級
・
児
童

生
徒
に
も
起
こ
る
と
基
本
的
な
認
識
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想

定
し
最
良
の
対
処
法
を
見
出
す
べ
き
で
、
状

況
に
応
じ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
何
パ

タ
ー
ン
も
作
成
し
て
い
る
と
思
う
が
詳
細
は
。

③
大
津
市
で
は
、
警
察
が
学
校
と
教
育
委

員
会
を
強
制
捜
査
す
る
と
い
う
異
例
の
事
態

を
招
い
た
。
一
部
で
は
警
察
の
力
を
生
か
し

て
問
題
に
取
り
組
ん
だ
方
が
よ
い
と
の
意
見

も
あ
る
。
警
察
と
の
連
携
は
賛
否
割
れ
る
が
、

考
え
方
を
伺
う
。

杉
本
教
育
長　

①
文
科
省
や
道
教
委
の
調
査

と
し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年

３
回
。
学
校
に
よ
る
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

や
取
り
組
み
状
況
は
、
５
回
実
施
し
て
い
る
。

町
教
委
は
、
毎
月
の
定
例
校
長
会
議
で
学
校

の
実
態
を
協
議
し
、
各
学
校
の
事
案
は
常
に

報
告
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
１０
月
に

１
件
の
い
じ
め
が
報
告
さ
れ
た
。
保
護
者
の

訴
え
か
ら
判
明
し
た
も
の
で
、
緊
急
保
護
者

会
を
開
催
し
説
明
を
行
っ
た
。
十
分
反
省
し

適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
校
内
サ
ポ
ー
ト
会

議
を
組
織
し
、
す
べ
て
の
授
業
を
複
数
で
指

秋
山
議
員　

５
月
１
日
現
在
、
町
内
の
高
校

生
１
２
５
人
以
上
が
新
ひ
だ
か
町
や
日
高
町

な
ど
の
高
校
に
通
学
し
て
い
る
。
通
学
費
が

年
間
１０
万
円
を
超
え
る
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
せ
ず
保
護
者
が
送
迎
す
る
ケ
ー
ス

も
相
当
あ
り
、
負
担
は
決
し
て
軽
い
も
の
で

は
な
い
。
道
内
で
は
、
少
な
く
と
も
８
町
村

が
高
校
通
学
費
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

日
高
町
で
は
、
遠
距
離
通
学
生
徒
の
バ
ス
定

期
券
の
８
割
、
Ｊ
Ｒ
定
期
券
の
２
分
の
１
を
、

２３
年
度
に
３５
名
分
約
２
０
０
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
高
校
に
在
学
す
る

生
徒
を
持
つ
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
学
校
・

企
業
へ
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
生
徒
の
確
保

と
高
校
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
た
な
支
援
も
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
。『
子

育
て
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
』
に
す

る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
自
治
体
を
参
考
に

助
成
制
度
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
思
い
見

解
を
伺
う
。

奨
学
金
の
活
用
を

杉
本
教
育
長　

生
徒
の
通
学
方
法
は
、
自
家

用
車
に
よ
る
送
迎
も
一
部
あ
る
も
の
の
、
大

半
は
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
お
り
、
費
用
は
多
い
方
で
一
ケ
月

３
万
円
弱
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
公
立
学

校
の
授
業
料
が
無
償
化
と
な
っ
て
い
る
が
、

３
子
育
て
世
代
が

　
　
　

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

◎
『
高
校
通
学
費
助
成
制
度
の
創
設
を
』

通
学
費
の
負
担
が
少
な
か
ら
ず
家
計
に
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
町
で
は
能
力
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
生
徒
に
学
資
を
貸
し
付
け
る
奨

学
金
貸
付
制
度
を
平
成
１４
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
高
校
生
に
は
、
授
業
料
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
・
生
徒
会
費
・
修
学
旅
行
費
・
通
学
費

や
下
宿
代
な
ど
の
経
費
に
対
し
月
額
３
万
円

を
限
度
に
奨
学
金
を
貸
し
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
卒
業
後
に
返
還
い
た
だ
く
が
、

新
冠
町
内
で
の
就
職
や
家
業
を
継
ぐ
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
免
除
し
て
い
る
。

町
教
委
は
、
現
行
の
奨
学
金
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

導
す
る
体
制
を
取
り
、
再
発
防
止
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
は
作
成
し
て
い
な

い
が
、
各
学
校
で
毎
年
度
作
成
す
る
教
育
計

画
で
、
指
導
体
制
や
処
理
の
方
策
な
ど
を
定

め
て
い
る
。

③
連
携
は
、
新
冠
駐
在
所
長
等
を
メ
ン
バ
ー

に
、
児
童
生
徒
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
２２
年
度
か
ら
は

静
内
警
察
署
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
取

り
交
わ
し
、
児
童
生
徒
の
非
行
等
に
関
す
る

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
非
行
の
未
然
防
止

を
図
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
期
発
見
と
誠
意
あ

る
対
応
に
努
め
、
何
よ
り
も
起
こ
さ
せ
な
い

指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
で
も
、
ど

こ
の
学
校
で
も
起
こ
り
う
る
認
識
の
下
、
常

に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
積
極
的
な
生
徒
指

導
や
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

Ｑ
︱
Ｕ
テ
ス
ト
の
導
入
を

伹
野
議
員　

校
内
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
実
施
し

て
い
る
の
は
新
冠
小
だ
け
な
の
か
。
ま
た
、

実
態
調
査
の
手
法
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
の

河
村
茂
雄
教
授
が
開
発
し
た
Ｑ
︱
Ｕ
テ
ス
ト

が
あ
る
。
い
じ
め
の
早
期
発
見
と
予
防
、
不

登
校
や
学
級
崩
壊
の
予
防
、
教
育
実
践
の
効

果
測
定
等
を
目
的
に
導
入
し
て
い
る
実
践
学

校
等
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、
導
入
を
検
討

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

杉
本
教
育
長　

サ
ポ
ー
ト
会
議
と
し
て
実
施
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し
て
い
る
の
は
新
冠
小
。
他
の
小
中
学
校
で

は
、
月
１
回
生
徒
指
導
部
で
同
様
の
会
議
を

開
催
し
て
い
る
。
Ｑ
︱
Ｕ
テ
ス
ト
は
校
長
会

と
も
相
談
し
、
今
後
研
究
し
た
い
。

※
Ｑ
︱
Ｕ
テ
ス
ト
と
は
・
・
教
育
に
関
す
る

心
理
テ
ス
ト
の
一
種
で
、
学
校
生
活
意
欲
と

学
級
満
足
度
の
２
つ
の
尺
度
と
自
由
記
述
ア

ン
ケ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、『
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

  【
内
容
】
既
定
予
算
に
３
千
９
７
２
万
８
千

円
を
追
加
し
、
５４
億
２
千
４
５
４
万
１
千
円

と
し
た
。

   

歳
出
　
総
務
費

▼
職
員
の
時
間
外
勤
務 

 

武
田
議
員　

職
員
が
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し

て
い
る
様
子
を
よ
く
見
る
が
、
時
間
外
勤
務

の
現
状
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
予
算
と
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

平
成
24
年
度

補
正
予
算
の
審
議

  

一　

 

般　

 

会　

 

計

中
村
総
務
企
画
課
長　

時
間
外
勤
務
を
行
う

場
合
は
、
職
員
の
健
康
管
理
面
か
ら
平
日
は

終
業
時
か
ら
３
時
間
。
土
曜
・
日
曜
等
の
祝

祭
日
・
休
日
で
、
１
日
勤
務
を
し
た
場
合
は

基
本
的
に
代
替
休
暇
を
取
っ
て
も
ら
う
。

▼
職
員
の
窓
口
対
応

武
田
議
員　

昼
休
み
に
訪
れ
る
来
庁
者
の
窓

口
対
応
で
、
職
員
が
自
席
で
食
事
を
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
、
結
果
的
に
印
象
は
よ
く
な

い
と
思
う
。
課
内
で
調
整
し
交
代
制
な
ど
を

取
れ
な
い
か
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

来
庁
者
に
不
快
な
印

象
を
与
え
な
い
体
制
・
対
応
を
含
め
検
討
し

た
い
。

▼
役
場
庁
舎
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
環
境

竹
中
議
員　

昨
年
１０
月
か
ら
光
回
線
が
市
街

地
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

庁
舎
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
対
応
を

ど
う
進
め
て
い
る
か
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

業
務
上
、
必
要
な
こ
と
か
ら
各
課
１
～
２
台

別
の
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
接
続
し
て
い
る
。

従
前
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
か
ら
光
回
線
に
な
っ

た
の
で
、
動
き
は
以
前
よ
り
速
く
な
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
、

ウ
イ
ル
ス
等
か
ら
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
と
は

な
ら
ず
限
定
し
て
い
る
。

【
総
務
費
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金

�

９
３
７
万
６
千
円

▼
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金

�

６７
万
４
千
円

　

 

歳
出
　
民
生
費

【
民
生
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
氷
川
生
活
セ
ン
タ
ー
用
地
購
入
費

�

４
１
６
万
５
千
円

　

 

歳
出
　
衛
生
費

【
衛
生
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
感
染
症
予
防
事
業
費
等
国
庫

　
補
助
金
返
還
金�

１４
万
３
千
円

　

 

歳
出
　
農
林
水
産
業
費

▼
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
対
す
る
町
の
助
成

竹
中
議
員　

昨
年
１１
月
末
の
暴
風
で
、
町
内

の
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
た
。
平
成
２２
年
に

大
雪
に
よ
る
被
害
で
、
町
が
助
成
し
た
経
過

が
あ
る
が
今
回
は
。

堤
産
業
課
長　

今
回
の
被
害
は
、
老
朽
化
し

た
ビ
ニ
ー
ル
の
破
損
が
大
半
で
、
消
耗
品
的

な
こ
と
か
ら
助
成
は
行
わ
な
い
。

【
農
林
水
産
業
費
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
町
有
牧
野
地
先
道
路
路
肩
保
護
工
事

�

90
万
３
千
円

　

 

歳
出
　
商
工
費

▼
乗
馬
施
設
移
転
計
画
経
営
分
析
・

　
調
査
業
務
委
託
料

�

補
正
金
額　

２
６
２
万
５
千
円

 

乗
馬
ク
ラ
ブ
を
節
婦
町
か
ら

　
　
　 

西
泊
津
へ
移
転
を
検
討

椎
名
議
員　

乗
馬
ク
ラ
ブ
の
移
転
先
を
ヒ
ル

ズ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
奥
地
へ
の
計
画
だ
が
、

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
と
の
距
離
な
ど
含
め
て

総
面
積
は
ど
の
く
ら
い
か
。

堤
産
業
課
長　

本
年
度
の
高
規
格
道
路
建
設

計
画
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
林
間
コ
ー
ス
が

ル
ー
ト
に
掛
っ
て
い
る
。
国
は
残
土
処
理
を

町
有
地
内
で
処
理
し
た
い
意
向
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
移
転
先
と
し
て
、

土
捨
て
場
に
な
る
場
所
を
選
定
し
、
施
設
を

ど
の
よ
う
に
配
置
で
き
る
か
。
国
の
計
画
に

併
せ
て
、
可
能
な
限
り
町
の
負
担
を
減
ら
し

た
中
で
、
構
想
を
持
ち
進
め
た
い
考
え
で
い
る

が
面
積
な
ど
詳
細
部
分
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

椎
名
議
員　

埋
め
立
て
た
土
の
上
に
建
物
を

建
設
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
土
が
落
ち

着
く
ま
で
一
定
の
年
数
が
必
要
と
思
う
が
。

堤
産
業
課
長　

構
想
後
に
基
本
設
計
・
実
施

設
計
等
と
な
る
が
、
工
事
等
行
う
と
す
れ
ば

ま
だ
先
で
あ
る
。
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中
川
議
員　

町
は
強
い
方
針
を
持
ち
、
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
費
用
が
無
駄
と
な
る
。
観
光

も
含
め
て
乗
馬
施
設
は
必
要
と
思
う
の
か
。

村
田
副
町
長　

現
場
所
で
の
経
営
は
、
高
規

格
道
路
の
問
題
か
ら
不
可
と
考
え
る
。
本
件

は
、
国
よ
り
急
き
ょ
示
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

に
併
せ
て
基
本
構
想
を
早
め
に
と
考
え
た
。

現
施
設
整
備
に
約
６
億
円
を
要
し
た
が
、
国

か
ら
の
移
転
補
償
費
は
不
明
な
の
で
、
事
業

費
が
か
さ
み
町
の
財
政
が
悪
化
し
て
は
困
る

の
で
、
慎
重
に
進
め
た
い
。
ま
た
、
移
転
時

期
の
見
通
し
は
２８
～
２９
年
と
考
え
て
い
る
。

施
設
整
備
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
と
考

え
、
今
か
ら
準
備
し
最
終
的
に
西
泊
津
で
新

し
い
乗
馬
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
商
工
費
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
町
商
工
業
振
興
事
業
補
助
金

�

９
万
７
千
円

　

 

歳
出
　
土
木
費

【
土
木
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

�

７
０
０
万
円

　

 

歳
出
　
教
育
費

▼
要
保
護
準
要
保
護
生
徒
給
食
費

�

補
正
金
額　

１５
万
４
千
円

堤
議
員　

①
認
定
は
随
時
な
の
か
。
あ
る
い

は
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

②
給
食
費
以
外
の
支
援
も
あ
る
と
思
う
が
そ

の
予
算
は
。

坂
本
管
理
課
長　

①
今
回
は
転
入
生
が
準
要

保
護
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
、
申
請
は
随

時
学
校
長
を
通
じ
受
け
付
け
て
い
る
。

②
準
要
保
護
に
は
通
学
用
品
費
や
修
学
旅
行

費
等
あ
る
が
、
現
段
階
で
必
要
な
の
は
給
食

費
で
あ
る
。

堤
議
員　

準
要
保
護
の
制
度
内
容
は
わ
か
り

づ
ら
い
と
思
う
。
町
教
委
が
、
該
当
者
に
な

り
う
る
方
に
教
示
す
る
な
ど
配
慮
で
き
な
い

か
。

坂
本
管
理
課
長　

周
知
は
年
度
当
初
、
新
学

期
に
学
校
・
広
報
等
通
じ
行
っ
て
い
る
。
転

入
は
そ
の
段
階
で
制
度
周
知
し
て
い
る
が
、

年
度
途
中
で
該
当
に
な
り
う
る
方
に
は
、
個

人
情
報
の
面
か
ら
も
行
っ
て
い
な
い
。

【
教
育
費
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
学
校
管
理
用
備
品
購
入
費

�

１
０
２
万
円

　

 

歳
入
　
道
補
助
金

▼
森
林
整
備
加
速
化
・

　
林
業
再
生
事
業
補
助
金
の
減

�

補
正
金
額　

▲
２
９
５
万
５
千
円

鳴
海
議
員　

歳
出
事
業
の
財
源
で
、
こ
の
補

助
金
が
一
般
財
源
（
町
持
ち
出
し
分
）
に
振

り
替
わ
っ
た
理
由
は
何
か
。

堤
産
業
課
長　

事
業
費
の
標
準
単
価
見
直
し

に
よ
り
補
助
金
が
削
減
さ
れ
、
町
の
持
ち
出

し
が
増
え
た
が
、
そ
の
分
は
特
別
交
付
税
で

補
填
す
る
と
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
精
査
し

た
も
の
。

【
歳
入
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
普
通
交
付
税

�

３
千
６
９
９
万
３
千
円

▼
地
域
内
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善

　
事
業
補
助
金�

１
７
５
万
９
千
円

▼
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進

　
事
業
補
助
金�

１３
万
７
千
円

歳　

入　

歳　

出　

全　

般

▼
町
内
公
共
施
設
の
非
常
用
発
電
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
設
置
状
況

武
田
議
員　

昨
年
の
冬
に
室
蘭
・
登
別
方
面

で
大
規
模
停
電
が
あ
っ
た
が
、
当
町
の
役
場

庁
舎
に
は
非
常
用
発
電
機
は
設
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

役
場
庁
舎
に
は
設
置

さ
れ
て
お
り
、
停
電
時
に
稼
働
す
る
が
、
非

常
電
源
の
た
め
照
明
や
コ
ン
セ
ン
ト
も
限
ら

れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
１
階
の
住

民
関
連
し
か
使
え
ず
、
必
要
最
低
限
の
業
務

に
支
障
を
来
さ
な
い
範
囲
で
電
気
を
供
給
す

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

武
田
議
員　

他
の
公
共
施
設
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

診
療
所
や
レ
・
コ
ー

ド
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
は
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
未
設

置
で
あ
る
。

武
田
議
員　

今
後
、
未
設
置
施
設
の
対
応
は
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

北
電
に
依
頼
し
発
電

車
の
出
動
を
要
請
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
根

本
的
な
解
決
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
将
来
的

に
は
設
置
等
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高規格道路建設に伴い移転を検討するにいかっぷホロシリ乗馬クラブ

  

歳 

入  

歳 

出  

全 

般



７　議会だより

【
内
容
】
既
定
予
算
か
ら
４
４
７
万
４
千
円

を
減
額
し
、
５
億
７
千
９
２
５
万
１
千
円
と

し
た
。

【
内
容
】
既
定
予
算
か
ら
１
５
４
万
１
千
円

を
減
額
し
、
６
千
７
０
万
５
千
円
と
し
た
。

 

【
内
容
】
既
定
予
算
に
７
０
３
万
８
千
円
を

追
加
し
、
４
億
４
千
７
９
７
万
５
千
円
と
し

た
。

条
例
の
改
正
・
制
定

【
内
容
】
1
～
5
は
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
改
革
を
推
進
す
る
関
係
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
国
の
法
律
で
規

定
さ
れ
て
い
た
事
項
が
、
町
の
条
例
で
規
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
該
当
事
項
の
条

例
を
改
正
・
制
定
す
る
も
の
。

　

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
入
居

要
件
を
国
の
基
準
を
参
酌
し
た
収
入
基
準
と

し
、
住
所
要
件
で
は
定
住
・
移
住
促
進
を
図

る
こ
と
か
ら
町
外
者
も
可
と
し
、
さ
ら
に
連

帯
保
証
人
も
町
外
者
が
可
と
な
り
、
人
数
を

２
名
か
ら
１
名
に
改
正
す
る
も
の
。

6
は
関
係
法
律
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
条
例

の
改
正
が
必
要
に
な
っ
た
も
の
。

�

（
全
員
挙
手
に
よ
り
原
案
可
決
）

1
町
営
住
宅
管
理
条
例
等
の
一
部
改
正

堤
議
員　

全
国
６６
％
の
町
が
法
の
趣
旨
に
基

づ
き
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
条
例
整
備
を

し
て
い
る
。
当
町
は
定
住
・
移
住
施
策
も
考

慮
し
て
い
る
が
、
大
半
は
国
の
基
準
を
参
酌

し
て
い
る
。
新
婚
世
帯
に
配
慮
す
る
な
ど
町

独
自
の
内
容
と
す
る
検
討
は
し
な
か
っ
た
の

か
。

道
政
建
設
水
道
課
長　

今
後
、
地
域
の
実
情

等
踏
ま
え
必
要
が
あ
れ
ば
、
条
例
改
正
し
た

い
。

2
町
営
住
宅
等
整
備
基
準
を
定
め
る
条
例

　
の
制
定

堤
議
員　

本
条
例
で
床
面
積
を
２５
㎡
以
上
と

し
て
い
る
が
、
近
年
建
設
さ
れ
た
公
営
住
宅

の
床
面
積
は
。

道
政
建
設
水
道
課
長　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
７０
㎡
、

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
４８
㎡
。

堤
議
員　

国
が
２５
㎡
だ
か
ら
同
じ
く
す
る
の

で
は
な
く
、
現
状
最
も
狭
小
の
住
宅
が
４８
㎡

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
と
す
る
の
が
法
の
趣

旨
で
は
な
い
か
。

道
政
建
設
水
道
課
長　

考
え
方
は
理
解
で
き

る
の
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

椎
名
議
員　

本
条
例
で
各
住
戸
の
浴
室
を
整

備
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
浴

槽
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
は
未
設
置
と
理
解
し
て

よ
い
か
。

道
政
建
設
水
道
課
長　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

3
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め

　
る
条
例
制
定

4
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
移
動
等
の
円

　
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関

　
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定
　

5
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術

　
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
制
定
　

※
準
用
河
川
と
は
、
河
川
法
に
関
す
る
規
定

を
標
準
に
適
用
し
、
さ
ら
に
河
川
敷
地
が
処

理
さ
れ
、
護
岸
等
の
改
修
が
な
さ
れ
て
い
る

河
川
で
、
町
内
に
は
元
神
部
川
や
比
宇
川
な

ど
６
河
川
あ
り
ま
す
。

6
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
条
例
等
の
一
部

　
改
正

専
決
処
分

◎
平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
承
認
）

▼
農
業
用
明
渠
排
水
等
被
害
復
旧

　

補
正
金
額�

７
９
０
万
円

【
内
容
】
昨
年
１０
月
２８
日
か
ら
２９
日
に
か
け

て
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、
農
業
用
明
渠

排
水
７
カ
所
が
土
砂
に
よ
る
埋
塞
。
町
道
は

１２
ヵ
所
が
路
肩
・
法
面
等
の
決
壊
・
流
出
。

河
川
は
１０
カ
所
が
土
砂
の
埋
塞
に
よ
り
、
早

急
に
復
旧
す
る
た
め
に
重
機
を
借
り
上
げ
し

た
費
用
を
専
決
処
分
し
た
も
の
。

▼
第
４６
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
経
費

�

補
正
金
額　

１
千
４４
万
３
千
円

【
内
容
】
昨
年
１１
月
１６
日
に
衆
議
院
が
解
散

し
た
た
め
、
第
４６
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及

び
第
２２
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
を

１２
月
１６
日
に
実
施
し
た
費
用
を
専
決
処
分
し

た
も
の
。

追
加
し
た
議
案

平
成
２４
年
１２
月
１４
日 

追
加
議
案
２
件

※
内
容
は
い
ず
れ
も
昨
年
１１
月
２７
日
の
暴
風

で
被
害
を
受
け
た
公
共
施
設
の
復
旧
費
で
す
。

一 

般
会
計
補
正
予
算

【
内
容
】
既
定
予
算
に
７
２
２
万
円
を
追
加

し
、
５４
億
３
千
１
７
６
万
１
千
円
と
し
た
。

国
保
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

【
内
容
】
既
定
予
算
に
３８
万
円
を
追
加

し
、
４
億
４
千
８
３
５
万
５
千
円
と
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

国
保
診
療
所
事
業
特
別
会
計

  

条
例
の
改
正
・
制
定

  

専　

 

決　

 

処　

 

分

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

追
加
し
た
議
案

 

一
般
会
計
補
正
予
算

国
保
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算



議会だより　８

　

昨
年
１１
月
末
に
開
催
さ
れ
た
総
務
産

業
常
任
委
員
会
で
「
新
冠
町
農
協
へ
の

財
政
支
援
策
に
つ
い
て
」
町
か
ら
協
議

が
あ
っ
た
。
内
容
は
、
国
内
経
済
の
低

迷
に
よ
る
販
売
不
振
と
価
格
下
落
に
よ

り
、
生
産
費
が
販
売
収
入
を
上
回
る
状
況

で
、
農
家
１
戸
あ
た
り
の
負
債
額
が
平

成
３
年
時
に
比
べ
約
３
倍
程
度
ま
で
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

農
協
中
央
会
か
ら
貸
付
担
保
と
な
る
資

産
評
価
の
再
評
価
指
導
が
あ
り
、
農
家

個
々
の
資
産
再
評
価
を
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
１０
億
円
程
度
の
担
保
不
足
が
生
じ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
担
保
不
足
額
を
町

農
協
の
自
己
資
本
か
ら
貸
倒
引
当
金
に

積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
積
ん
だ

場
合
に
は
自
己
資
本
が
減
り
、
比
率
が
金

融
業
を
行
う
最
低
基
準
値
を
割
っ
て
し

ま
い
信
用
業
務
が
停
止
（
た
だ
し
、
預

金
者
の
預
金
は
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。）

さ
れ
、
３
２
０
戸
の
農
家
経
営
に
重
大

な
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の

た
め
、
町
の
損
失
補
償
を
付
け
た
新
た

な
資
金
融
資
制
度
を
設
け
、
す
で
に
貸

付
け
て
い
る
資
金
を
町
の
保
証
付
き
資

金
に
借
換
え
、
農
家
資
産
の
担
保
不
足

を
補
い
た
く
、
町
に
１０
億
円
の
損
失
補

償
が
要
請
さ
れ
た
。

　

こ
の
支
援
策
は
、
農
協
や
農
家
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
町
に
と
っ
て
も
多

額
の
債
務
を
長
期
に
渡
り
負
う
重
要
な

案
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
は
１２
月

１４
日
、
慎
重
に
調
査
す
る
た
め
に
新
冠

町
農
業
協
同
組
合
財
政
支
援
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
た
。

委　
員　
長　

寺　

田　

孝　

男

副
委
員
長　

伹　

野　

裕　

之

※
貸
倒
引
当
金
と
は
・
・
・
貸
し
倒
れ
と
は
、

相
手
か
ら
お
金
を
も
ら
え
る
権
利
（
債
権
）

が
あ
る
の
に
相
手
が
倒
産
な
ど
に
よ
り
、
お

金
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

　

貸
倒
引
当
金
は
、
翌
期
以
降
に
貸
し
倒

れ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
金
額
を
表
し
て
い

ま
す
。
売
掛
金
や
貸
付
金
・
未
収
収
益
な
ど
、

こ
れ
ら
債
権
が
以
前
に
い
く
ら
貸
し
倒
れ
た

か
計
算
し
て
、
そ
こ
か
ら
今
持
っ
て
い
る
債

権
の
う
ち
、
貸
し
倒
れ
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
と
予
想
さ
れ
る
金
額
を
見
積
も
っ
た
も
の

で
す
。（
下
段
で
例
示
を
掲
載
）

　

簡
単
な
例
と
し
て
、
Ａ
さ
ん
が
Ｂ
さ
ん
・

Ｃ
さ
ん
・
Ｄ
さ
ん
に
お
金
を
貸
し
て
い
る
と

し
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
に
２
万
円
、
Ｃ
さ
ん
に

５
万
円
、
Ｄ
さ
ん
に
３
万
円
の
合
計
１０
万
円
。

し
ば
ら
く
し
て
、
Ｂ
さ
ん
が
破
産
し
た
か
ら

お
金
を
返
せ
な
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
貸
し
倒
れ
２
万
円
で
す
。

　

そ
こ
で
、
Ａ
さ
ん
は
Ｃ
・
Ｄ
さ
ん
も
破
産

す
る
か
も
知
れ
な
い
と
予
想
し
ま
し
た
。
貸

し
て
い
た
お
金
の
合
計
は
１０
万
円
で
、
そ
の

う
ち
２
万
円
が
貸
し
倒
れ
た
の
で
、
２
万
円

÷
１０
万
円
＝
２０
％
。

　

つ
ま
り
、
２０
％
が
貸
し
倒
れ
る
か
も
知
れ

な
い
と
予
想
し
て
、
Ｃ
・
Ｄ
さ
ん
の
計
８
万

円
の
う
ち
、
２０
％
で
あ
る
１
万
６
千
円
が
貸

倒
引
当
金
に
な
り
ま
す
。

※
損
失
補
償
と
は
・
・
・
財
政
援
助
の
一
種

で
特
定
の
者
が
金
融
機
関
等
に
融
資
を
受
け

る
場
合
に
、
将
来
、
そ
の
融
資
の
全
部
ま
た

は
一
部
が
返
済
不
能
と
な
っ
て
、
当
該
金
融

機
関
等
が
損
失
を
被
っ
た
と
き
に
地
方
公
共

団
体
等
（
町
）
が
債
務
者
に
代
わ
っ
て
当
該

金
融
機
関
等
に
そ
の
損
失
を
補
償
す
る
こ
と

で
す
。

　
　

 

今
後
の
動
向

　

議
会
は
、
本
件
に
つ
い
て
公
益
性
の
有
無

を
含
め
、
特
別
委
員
会
で
慎
重
な
調
査
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◎
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

監
査
委
員
か
ら
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
。

【
内
容
】
平
成
２４
年
１０
月
分
ま
で
の
検
査
調

書
の
計
数
と
関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
に
よ
り

審
査
を
行
い
各
金
融
機
関
の
預
金
残
高
を
確

認
照
合
し
た
結
果
、
各
会
計
、
基
金
及
び
歳

入
歳
出
外
現
金
に
つ
い
て
、
計
数
上
の
誤
り

は
認
め
ら
れ
な
い
。

◎
定
期
監
査

【
内
容
】
事
業
成
績
書
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
、
関
係
書
類
を
監
査
の
結
果
、
指
摘
事
項

は
認
め
ら
れ
な
い
。

○
建
設
水
道
課
所
管
工
事　
　

９
月
２１
日

○
産
業
課
所
管　
　
　
　
　
　

１０
月
１
日

○
総
務
企
画
課
所
管　
　
　
　

１０
月
２３
日

○
町
民
生
活
課
所
管　
　
　
　

１０
月
２３
日

○
管
理
課
所
管　
　
　
　
　
　

１０
月
３０
日

○
社
会
教
育
課
所
管　
　
　
　

１０
月
３０
日

◎
出
資
団
体
・
公
の
施
設
の

�

指
定
管
理
者
の
監
査
結
果
報
告

【
内
容
】
㈲
日
高
軽
種
馬
共
同
育
成
公
社
・

㈲
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
・

㈱
新
冠
ヒ
ル
ズ
・
新
冠
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
（
社
会
福
祉
法
人
新

冠
ほ
く
と
園
）
の
監
査
を
１１
月
２２
日
に
実
施
。

関
係
諸
帳
簿
に
よ
り
計
数
審
査
を
行
い
各
金

融
機
関
の
預
金
残
高
を
確
認
照
合
し
た
結
果
、

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。

新
冠
町
農
業
協
同
組
合
財
政
支
援

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

 

報　
　
　
　
　
　

  

告（
受
理
）



９　議会だより

区　　分
1日平均
患  者

年度別患者延数
対前年度

23年度 22年度

入　　　院 17.6 6,445 6,077 368

内科・小児科 16 5,872 5,806 66

整形外科 1.6 573 271 302

外　　　来 91.2 22,263 24,846 △ 2,583

内科・小児科等 73.5 17,928 19,416 △ 1,488

外科・整形外科 17.7 4,335 5,430 △ 1,095

合　　　計 109 28,708 30,923 △ 2,215

23年度の国保診療所の患者取扱状況

※診療実日数
　入院　  366日・ 　外来　  244日　　    28,708

(人)

区　　　　分 歳　入 歳　出 翌年度繰越 実質収支額

一　般　会　計 5,696,864 5,572,747 19,798 104,319

特　

別　

会　

計

簡易水道事業 292,598 289,851 0 2,747

下水道事業 192,099 189,977 0 2,122

国民健康保険 850,328 822,814 0 27,514

後期高齢者 56,357 56,114 0 243

介護サービス 325,865 315,524 0 10,341

国保診療所 483,234 467,006 0 16,228

合　　　　計 7,897,345 7,714,033 19,798 163,514

平成23年度　実質収支に関する調書 (千円)

　

厳
し
さ
が
増
す
地
方
財
政
運
営
の
中
に

あ
っ
て
、
本
町
の
平
成
２３
年
度
の
一
般
会
計

決
算
に
お
け
る
経
営
収
支
比
率
は
８４
・
７
％

で
、
前
年
度
対
比
３
・
１
％
増
。
実
質
公
債

費
比
率
は
１６
・
６
％
で
前
年
度
対
比
１
・
５
％

減
少
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
自
主
財
源

の
確
保
は
厳
し
く
４
分
の
３
以
上
を
地
方
交

付
税
等
の
依
存
財
源
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
財
政
状
況
の
た
め
、
次
の
対
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

１
．
長
引
く
地
域
経
済
の
不
況
に
よ
り
、
町

税
全
体
の
収
入
未
済
額
が
年
々
増
加
し
、
そ

の
額
は
多
額
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

町
税
は
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
り
、
税
収
確

保
は
も
と
よ
り
、
適
正
・
公
平
な
税
負
担
を

求
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
主
納
税
の
促
進
と

滞
納
の
実
態
に
即
し
た
適
切
か
つ
効
果
的
な

徴
収
対
策
を
講
じ
、
収
入
未
済
額
の
解
消
と

新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

２
．
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
未
済
額
が

１
億
円
を
超
え
る
と
と
も
に
、
保
険
給
付
費

支
払
準
備
基
金
を
全
て
費
消
す
る
苦
し
い
保

険
運
営
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
町
税
と

同
様
に
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
未
済
額
の

解
消
と
新
た
な
収
入
未
済
額
の
発
生
防
止
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

◇
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会

【
審
査
期
間
】
平
成
24
年
11
月
15
日
、
16
日
、

19
日
及
び
21
日

【
審
査
会
計
】
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

　
昨
年
９
月
２４
日
招
集
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
か
ら
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け

て
提
出
さ
れ
た
７
会
計
の
決
算
認
定
は
、
議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る

一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
閉
会
中
に
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
４
回
定
例
会
の
初
日
に
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
中
川
信
幸
議

員
）
か
ら
審
査
意
見
を
付
け
て
「
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。」
と
報
告
が
あ
り
、
本
会

議
で
も
報
告
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

審
　
査
　
意
　
見

平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

平
成
24
年
11
月
21
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動
状
況

総
務
産
業
常
任
委
員
会

・
秋
鮭
定
置
網
漁
の
状
況
ほ
か

○
１２
月
６
日

・
新
冠
町
農
協
へ
の
財
政
支
援

・
人
事
院
勧
告
の
取
り
扱
い

○
１１
月
２７
日

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
条
例
等
の
一
部
改
正

・
レ
コ
ー
ド
第
２
収
蔵
庫
の
状
況

○
１２
月
１０
日 

・
第
４
回
定
例
会
の
運
営

○
１
月
１０
日
・
２２
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
９
１
号
の
編
集

社
会
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

○
１1
月
29
日

・
新
冠
町
農
協
へ
の
財
政
支
援

・
西
泊
津
町
有
地
宅
地
開
発
事
業

町政はあなたのために。

日程等については､議会事務局まで
　　　　　　　お問い合わせください。

次の定例会は､３月に開会の予定です。
手続きは、４階の傍聴者名簿に住所・氏名を記入
するだけです。

（電話47-2559(直通)）

議会を傍聴してみませんか。議会を傍聴してみませんか。
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議会だより
にいかっぷ

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

委　
員　
長　

堤　
　
　

俊　

昭

　
　

副
委
員
長　

伹　

野　

裕　

之

　
　

委　
　

員　

竹　

中　

進　

一

　
　

委　
　

員　

椎　

名　

徳　

次

　
　

委　
　

員　

秋　

山　

三
津
男

　
発 

行 

責 

任 

者

　
　

議　
　

長　

芳　

住　

革　

二

topics 議会の話題

　　　 ☆字若園　黒川　正紀さん☆
　『新冠こたにがわ学園』は、地域の皆様方から多大なるお力添
えを賜りながら２周年を迎える事ができました。『仕事が辛くて辞
めたいと思った時、自分の事をいつも地域の方々が応援してくだ
さったから仕事を頑張れた。』
　ある牧場で７ケ月間お世話になった子どもがしみじみと語った
一言です。話を聞くと、早朝眠い目をこすりながら自転車をこい
でいると、『お兄ちゃん頑張れ！』と毎日のように地域の方が応援
してくださったそうです。通りすがりに会話をする事は新冠では
日常の光景かもしれませんが、都会育ちの子どもにとっては新鮮
で「絆」を感じる瞬間でした。大人の温もりと優しさをはじめて感
じ、その応援から勇気や力を頂いた毎日だったようです。
　他にも、仕事で失敗したり悩みを抱えたりした時、話を聞いてく
ださる方、農業や牧場の仕事を体験させてくださる方、ギターを
一緒に弾いてくださる方、食事に誘ってくださる方、いつでも遊び
においでと声をかけてくださる方・・・。
　人情味溢れる新冠町の方々に囲まれながら芽生えた地域との

『絆』により、凍りついた子どもたちの心に雪解けが訪れ、やがて
春を迎えるのではないかと信じております。

   『こころ』　〜地域の絆に感謝〜

▶

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　 ■発行／北海道新冠町議会　〒059-2492　新冠郡新冠町字北星町３番地の２　　■編集／議会広報特別委員会
　 志 0146-47-2559（直通）  　思 0146-47-2500　 　町ホームページhttp://www.niikappu.jp

この議会だよりは、会議録に基づいて議会広報特別委員会が内容を要約し掲載しています。

詳しい内容をお知りになりたい方は、新冠町議会の情報は町ホームページでご覧いただけます。また、

レ・コード館図書プラザに「閲覧用会議録」を配備していますのでお気軽にご覧ください。【年４回発行】

▽
昨
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
再
度
、

政
権
が
交
代
し
ま
し
た
。

▽
今
年
度
１３
兆
円
超
え
の
補
正
予
算
。

今
後
、
１０
年
間
で
１
０
０
～
２
０
０
兆

円
の
景
気
対
策
が
行
わ
れ
る
。

　

財
政
規
律
の
維
持
や
、
増
額
傾
向
に

あ
っ
た
地
方
交
付
税
の
行
方
な
ど
、
わ

が
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か

注
視
し
て
い
き
た
い
。

▽
こ
の
冬
は
降
雪
が
多
く
寒
い
。
報
道

を
見
る
と
、
地
球
規
模
で
環
境
の
異
常

を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
異
常
気
象
な
ど

災
害
の
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

今
号
の
あ
と
が
き
担
当

　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

進
一

　ニイカップクイーン号は、昨年末に岐阜県、岩手県でも
出走し、2012年は全７レースを走りました。なかでも５月
31日のデビュー戦を優勝で飾りましたことは、議連組合と
しても誠に嬉しく、今でも鮮明に記憶が残っています。
　現在は、朝日のつつみ牧場で放牧中ですが、間もなく入
厩させ、４月末に行われる重賞レースに向けて調教を再
開する予定です。
　クイーン号は今年もホッカイドウ競馬振興のため、走り
ますので皆さんのあたたかい応援をお願いします。

現在のニイカップクイーン号
〜2013年のホッカイドウ競馬に向けて〜

〜写真は針治療でリフレッシュするクイーン号です。〜


